※申請書類等について、推薦要領の記載事項若しくは所定の様式を満足しない場合、
　又は、不実、虚偽の記載の事実等があった場合は、審査の対象から除外します。



令和９年度　創意工夫功労者賞　候補調査書


＜作成にあたっての注意事項＞
・推薦要領の「申請書類の記載要領」「候補調査書確認報告書」に記載の内容をよくご確認の上、本調査書を作成してください。
・推薦要領の記載事項若しくは所定の様式を満足しない場合、又は、不実、虚偽の記載の事実等があった場合は、審査の対象から除外します。
・一部の記載項目には記載例及び赤字注釈を記載しています。提出の際は、記載例及び赤字注釈のみ削除してください。
　※黒太字、グレーで網かけされた記載項目は削除不可とします。
・住民票（又は戸籍抄本）以外の電子媒体での提出を求めている申請書類は、WordやPowerPoint等から直接PDF化した状態で提出してください。
※提出の際は本ページを削除した上でPDF化し、提出してください。




令和９年度　創意工夫功労者賞　候補調査書

	推薦機関の名称（都道府県・中央省庁）
	○○県　※推薦機関記入欄

	推薦順位
	○位　　※推薦機関記入欄



１．業績名（23文字以内）
	・・・・・の考案（改良、改善）



２．候補者　※候補者ごとに作成
	ふりがな
	△△△△　△△△

	氏名
	○○　○○

	性別
	男又は女

	生年月日（年齢）
	　　　　年　　月　　日（　　歳）　※2027年４月１日時点の年齢

	住所（市町村まで）
	○○県　○○市

	最終学歴
	○○県立○○高等学校／○○大学○○学部○○学科

	現在の勤務先の概要等
	会社等の名称
	（株）○○○○
	全従業員数
	人

	
	
	
	資本金
	円

	
	事業所名
	○○工場
	事業所の従業員数
	人

	
	
	
	事業所所在地
	○○県○○市

	
	候補者の地位
	[bookmark: _Hlk135062555]○○部○○課　主任

	
	事業概要
	

	候補者の職歴

	現在の職場
	（株）○○○○　○○工場
勤務期間：○○○○年○月○日～（○年○ヶ月：2027年４月１日時点）
※○年○月～○年○月は育休・産休を取得。

	
	以前の職場
	（株）○○○○　△△工場
勤務期間：○年○月～○年○月（○年○ヶ月）

	
	同一職域であることの説明
	（現在の会社等における勤務期間が通算５年未満の場合に、転職前の会社等において従事していた業務の概要を記載し、現在勤務している職域と同一の職域であることがわかるよう簡潔に記載してください。）

	候補者の業務内容
	





[bookmark: _Hlk125732426]３．表彰歴（本業績に関するものに限る。社内・社外表彰等）　※候補者ごとに作成
※表彰年度の新しい順に記載すること。
	１
	表彰年度
	○○○○年度

	
	表彰名称
	優良社長賞「○○○○の考案」

	
	表彰主体
	(株)○○

	
	受賞者氏名
	○○　○○
※単独受賞であっても候補者の氏名には下線を付すこと。

	２
	表彰年度
	○○○○年度

	
	表彰名称
	○○賞「○○○○の考案」

	
	表彰主体
	(財)○○法人

	
	受賞者氏名
	○○　○○、△△　△△



４．表彰歴（科学技術分野の文部科学大臣表彰）　※候補者ごとに作成
	１
	表彰年度
	○○○○年度

	
	表彰名称
	創意工夫功労者賞

	
	受賞業績名
	○○○○の考案

	
	受賞者氏名
	○○　○○

	
	今回の候補案件との相違点
	受賞した業績は・・・・・・・・・・・・・・・・・であるのに対し、
今回の業績は・・・・・であり、・・・・・・・・という点が異なる。

	２
	表彰年度
	

	
	表彰名称
	

	
	受賞業績名
	

	
	受賞者氏名
	

	
	今回の候補案件との相違点
	




５．創意工夫の内容及び実績
５-１.創意工夫の概要
※Ａ４縦用紙１枚以内にまとめ、規定の枠内に収めること。※図表・画像データ・ハイパーリンク使用不可。
	[bookmark: _Hlk125732938]（１）創意工夫の内容　
①背景・着眼点【作業内容全体を含めて具体的に文章で分かりやすく記載すること。】

	










	②創意工夫の内容（考案点・改良点）【ポイントを具体的に文章で分かりやすく記載すること。】

	










	（２）創意工夫の実績【効率面：生産効率の向上、品質面：製品の不良率改善、費用面：コストの引き下げ、資材の節約、安全面：災害・事故防止等の実績を数値化して記載すること。】

	













５-２.創意工夫の内容（考案点・改良点）の詳細【５-１.（１）②に記載した内容の詳細】　
※Ａ４縦用紙１枚以内にまとめ、規定の枠内に収めること。※ハイパーリンク使用不可。
※本項目について、Ａ４縦用紙２枚以内で任意様式の補足資料を添付可能。
	（１）工夫前（従来）【工夫前の内容をカラーの写真や図を用いて具体的に分かりやすく記載すること。】

	
















	（２）工夫後（考案・改良後）
【工夫後の内容をカラーの写真や図を用いて具体的に分かりやすく記載すること。】

	




















